








要約　尿濾紙を試料に用いて、1,9-Dlmethylmethylene Blue(DMB)法によるムコ多糖症の

スクリーニングを行うための条件検討を行った。市販の 16 種類の濾紙を用いて、通常の

水抽出によって濾紙からのムコ多糖の回収率を調べた所、Whatｍan No.540 をはじめ 14

種類の濾紙に関して良好な結果が得られた。残りの 2 種類のうち、東洋濾紙 No.327 につ

いては、現在神経芽細胞腫マス・スクリーニングに使用されている。そこで、両疾患のマ

ス・スクリーニングに共用できる利点を考え、アルカリ液抽出によるムコ多糖の回収率向

上を試みた。その結果、良い回収率が得られ、この濾紙も分析に使用できるものと考えら

れた。今回は、抽出が容易で紙質が強靭な Whatman No.540 を用いて、既知のムコ多糖症

患者 5例並びに各年齢に渡る156 例の対照者の尿中ムコ多糖の検出を行った。両者間で比

較的はっきりとした差異が認められ、尿濾紙によるマス・スクリーニングは可能と思われ

た。


